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１．研究計画の概要 
(1) 医薬品の化学合成へ生体触媒を有効利
用するため、植物培養細胞および植物グリコ
シルトランスフェラーゼに潜在する光学分
割能力の解明と、その能力を医薬品開発へ応
用して医薬品の品質の向上を図ることを目
的とする。 
(2) 植物培養細胞に潜在する、医薬品などの
外来基質に対する光学分割機能、および立体
選択性を明らかにする。 
(3) 反応に関与するグリコシルトランスフ
ェラーゼを精製し、それらの酵素特性を明ら
かにする。 
(4) 精製した酵素系を用いて、生理活性を持
つ医薬用基質、カテキン類、テルペノイド、
フェニルアルキルアルコール類の光学分割
機能を調べる。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) タバコ培養細胞、およびニチニチソウ培
養細胞などの植物培養細胞を生体触媒とし
て使用し、外来基質として、医薬用基質であ
る、カテキン、エピカテキン、dl-シトロネ
ロール、dl-フェニルアルキルアルコールに
対する立体選択的触媒反応を作用させ、得ら
れる生成物の核磁気共鳴スペクトルを利用
した解析により、グルコシドアグリコン部位
の選択性を調べ、植物培養細胞の光学分割作
用の解明を行ったところ、立体選択性が見ら
れることが明らかとなった。 
(2) 植物培養細胞から、反応に関与する植物
グリコシルトランスフェラーゼを抽出し、イ
オン交換カラム、吸着カラム、アフィニティ
ーカラムを使用した各種のクロマトグラフ
ィーにより、植物グリコシルトランスフェラ

ーゼを精製した。精製した植物グリコシルト
ランスフェラーゼの SDS-ポリアクリルアミ
ドゲル電気泳動による解析により、植物グリ
コシルトランスフェラーゼが単離されてい
ることを確認した。単離した植物グリコシル
トランスフェラーゼの触媒作用における至
適 pH、至適温度などの酵素特性を明らかにし
た。 
(3) 精製した植物グリコシルトランスフェ
ラーゼを使用して、dl-フェニルアルキルア
ルコールに対する立体選択的触媒反応を作
用させ、生成物の核磁気共鳴スペクトルを利
用した解析により、グルコシドアグリコン部
位の選択性を調べたところ、植物グリコシル
トランスフェラーゼが触媒する酵素反応に
立体選択性が見られることを明らかにした 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 （理由）植物培養細胞を生体触媒として使
用し、医薬用基質に対する光学分割機能を既
に明らかにしている。また植物グリコシルト
ランスフェラーゼを使用して、医薬用基質に
対する光学分割機能も明らかにしており、当
初の計画通りに研究が進展している。 
  
４．今後の研究の推進方策 
(1) 植物グリコシルトランスフェラーゼを
使用して、カテキン、エピカテキン、dl-シ
トロネロールに対する光学分割機能を調べ
る。 
(2) 他の植物培養細胞としてユーカリ培養
細胞、ヨウシュヤマゴボウ培養細胞および、
それらの植物グリコシルトランスフェラー
ゼを使用して、光学分割機能についてスクリ



ーニングを行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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